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数
量
経
済
史
研
究
の
現
況

大
正
初
期
の
山
梨
県
町
村
是
に
よ
る
「
村
民
所
得
」
の
推
計尾　

関　
　
　

学

は
じ
め
に

　

町
村
是
は
、「
一
村
を
一
家
と
見
な
し
」、
そ
の
収
入
と
支
出
と
を

捉
え
る
調
査
で
あ
る
。
こ
の
収
支
勘
定
を
利
用
し
た
村
レ
ベ
ル
の
所

得
の
推
計
は
、
村
の
経
済
状
況
を
示
す
指
標
と
し
て
、
近
代
日
本
の

村
レ
ベ
ル
の
経
済
構
造
の
分
析
に
と
り
重
要
と
な
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
大
正
初
期
に
調
査
・
作
成
さ
れ
た
山
梨
県
西
山
梨
郡

『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
を
用
い
、
国
民
経
済
計
算
（
以
下
、
Ｓ

Ｎ
Ａ
と
す
る
）
の
枠
組
み
を
用
い
た
「
村
民
所
得
」
の
推
計
を
行
う
。

最
初
に
研
究
史
を
概
観
し
た
い
。

一　

日
本
経
済
史
に
お
け
る
所
得
推
計
の
研
究

　

日
本
経
済
史
に
お
け
る
所
得
推
計
の
研
究
と
し
て
、
一
国
を
単
位

と
す
る
も
の
は
、
戦
前
の
内
閣
統
計
局
に
よ
る
調
査
、
土
方
成
美
、

中
川
友
長
、
戦
後
の
山
田
雄
三
な
ど
の
研
究
か
ら
、
大
川
一
司
ら
に

よ
る
『
長
期
経
済
統
計
』
に
よ
り
結
実
し
た）（
（

。

　

一
方
、
藩
や
県
、
お
よ
び
村
レ
ベ
ル
の
所
得
推
計
と
し
て
は
、
幕

末
の
長
州
藩
で
作
成
さ
れ
た
『
防
長
風
土
注
進
案
』
を
用
い
た
穐
本

洋
哉
、
西
川
俊
作
、
石
部
祥
子
に
よ
る
分
析
、
明
治
初
期
に
作
成
さ

れ
た
富
山
県
『
越
中
生
産
』
を
用
い
た
佐
藤
正
広
の
研
究
、
松
本
貴

典
に
よ
る
『
府
県
統
計
書
』
を
用
い
た
県
民
所
得
の
推
計
な
ど
が
あ
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る
。
ま
た
、『
府
県
物
産
表
』
の
原
票
と
考
え
ら
れ
る
資
料
を
用
い

て
、
村
内
の
「
物
産
高
」
か
ら
村
の
所
得
分
布
推
計
を
行
っ
た
浜
野

潔
の
研
究
も
あ
る）（
（

。
そ
し
て
、
尾
高
煌
之
助
と
山
内
太
が
新
潟
県
蒲

原
五
郡
の
町
村
是
を
用
い
た
所
得
推
計
を
行
っ
た）（
（

。

　

町
村
是
を
用
い
て
所
得
推
計
を
行
う
際
に
重
要
と
な
る
研
究
は
、

前
述
の
う
ち
、
西
川
と
石
部
に
よ
り
行
わ
れ
た
『
防
長
風
土
注
進

案
』
の
経
済
計
算
と
尾
高
と
山
内
に
よ
る
町
村
是
の
分
析
で
あ
る
。

　

西
川
・
石
部
の
研
究
は
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
記
載
さ
れ
た

書
き
上
げ
調
査
を
、
現
在
の
Ｓ
Ｎ
Ａ
の
体
系
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
加

工
し
て
所
得
推
計
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
農
作
経
費
、
非
農
業
所
得

と
も
に
中
間
財
の
投
入
が
明
示
さ
れ
た
資
料
を
用
い
て
お
り
、
仮
定

さ
れ
た
付
加
価
値
率
お
よ
び
所
得
率
を
も
ち
い
た
研
究
と
は
一
線
を

画
す
る
。

　

た
だ
し
、
西
川
・
石
部
の
研
究
は
、「
注
進
案
固
有
の
欠
陥
と
し

て
は
、
こ
の
ほ
か
に
他
国
と
の
交
易
、
あ
る
い
は
〝
輸
出
入
〟
に
か

ん
す
る
情
報
が
欠
如
し
て
」）

（
（

お
り
、
輸
出
入
に
関
す
る
分
析
が
欠
け

て
い
る
。
そ
の
た
め
所
得
推
計
に
際
し
、
宰
判
内
の
総
生
産
額
と
総

支
出
額
の
推
計
値
が
大
き
く
動
く
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
町
村
是

を
利
用
し
た
推
計
は
、
対
象
と
な
る
町
村
の
輸
出
入
統
計
を
も
ち
い

た
村
外
と
の
や
り
取
り
を
計
上
で
き
る
。
さ
ら
に
、
村
内
で
生
産
さ

れ
た
財
の
輸
出
依
存
度
を
推
計
で
き
る
の
で
、
本
稿
で
も
行
っ
た
。

　

町
村
是
を
利
用
し
た
尾
高
・
山
内
の
分
析
は
、
生
産
額
か
ら
中
間

財
投
入
額
を
控
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
額
と
可
処
分
所
得
を
求

め
、
そ
れ
か
ら
貯
蓄
額
を
推
計
し
、
農
村
に
お
け
る
貯
蓄
率
を
推
計

し
た
。
彼
ら
は
、
デ
ー
タ
の
性
質
に
問
題
を
も
つ
と
思
わ
れ
た
町
村

是
に
対
し
、
い
く
つ
か
の
個
別
項
目
に
固
有
な
推
計
上
の
問
題
点
を

有
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
に
適
当
な
考
慮
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
町

村
是
は
経
済
分
析
に
十
分
使
用
可
能
と
結
論
し
て
い
る）（
（

。
た
だ
し
、

こ
こ
で
は
Ｓ
Ｎ
Ａ
に
準
じ
た
推
計
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
手
が
か
り
に
、
Ｓ
Ｎ
Ａ
に
準
じ
た
大

正
初
期
の
「
村
民
所
得
」
を
推
計
す
る
。
次
章
で
は
使
用
す
る
資
料

の
紹
介
を
兼
ね
て
、
町
村
是
の
収
支
勘
定
を
示
す
。

二　

町
村
是
の
所
得
収
支
計
算 

　
　
─
『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
の
収
入
と
支
出
─

　

明
治
中
期
に
前
田
正
名
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
町
村
是
の
調
査
・

作
成
は
、
行
政
村
を
ひ
と
つ
の
経
済
単
位
と
見
な
し
て
、
そ
の
範
囲

で
生
産
・
収
入
・
支
出
の
収
支
勘
定
を
推
計
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

た
）
（
（

。
町
村
是
調
査
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
『
町
村
是
調
査
標
準
』

（
全
国
農
事
会
編
、
一
九
〇
一
年
）
に
よ
る
と
、
町
村
是
と
は
、「
其
町
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村
を
一
家
と
見
做
し
て
収
入
と
支
出
と
の
経
済
状
況
を
知
ら
ん
と
欲

す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
調
査
年
次
に
お
け
る
フ
ロ
ー
の
勘

定
で
あ
る
。
同
書
で
は
具
体
的
に
調
査
す
べ
き
項
目
を
列
挙
し
て
お

り
、
そ
の
「
収
入
及
支
出
」
を
み
る
と
、
農
産
物
の
産
出
量
か
ら
始

ま
り
副
業
収
入
、
労
賃
収
入
、
さ
ら
に
小
作
料
収
入
を
把
捉
し
、
諸

税
を
含
む
支
出
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
村
を
「
一
家
と
見
做
し
て
」
と
は
い
っ
て
も
、
村
内
市
場
を
通
じ

た
小
作
料
や
賃
金
の
や
り
取
り
は
正
確
に
計
上
し
、
肥
料
な
ど
の
中

間
財
投
入
を
明
示
的
に
支
出
へ
算
出
す
る
一
方
、
農
家
家
計
内
に
お

け
る
中
間
財
の
算
出
と
投
入
は
二
重
計
算
を
避
け
よ
う
と
し
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
町
村
是
の
勘
定
体
系
に
は
こ
の
ほ
か
に
、「
町
村
内
外

輸
出
入
総
額
」
と
い
う
対
外
収
支
勘
定
と
「
町
村
共
有
財
産
、
貯
蓄

金
額
」
と
い
う
財
産
調
査
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
の
勘
定
が
含
ま
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
町
村
是
は
、
フ
ロ
ー
勘
定
の
「
収
入
及
支
出
」、

「
町
村
内
外
輸
出
入
総
額
」、
ス
ト
ッ
ク
勘
定
の
「
町
村
共
有
財
産
、

貯
蓄
金
額
」
と
い
う
三
つ
の
勘
定
体
系
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ

の
三
つ
の
勘
定
体
系
を
整
合
的
に
分
析
し
た
研
究
は
、
管
見
の
限
り

存
在
し
な
い
。

　

本
稿
で
用
い
る
山
梨
県
西
山
梨
郡
『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
は
、

「
大
正
二
年
度
に
お
け
る
事
実
に
基
き
て
、
調
査
編
纂
せ
る
も
の
」）

（
（

で
あ
り
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
山
梨
県

の
村
是
調
査
の
実
態
を
述
べ
た
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
六
月

の
『
山
梨
日
々
新
聞
』
の
「
郡
町
村
是
調
査
方
針
（
一
）、（
二
）」

に
よ
れ
ば
、
内
務
省
に
よ
る
地
方
改
良
運
動
の
一
環
と
し
て
村
是
が

作
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る）（
（

。
そ
し
て
、『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』

の
「
緒
言
」
に
は
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
の
第
五
回
内
国
勧

業
博
覧
会
に
審
査
補
助
の
た
め
執
務
し
て
い
た
村
長
中
込
茂
作
が
、

出
品
さ
れ
た
村
是
を
拝
見
し
村
是
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
、
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
農

家
経
済
調
査
で
有
名
な
斎
藤
萬
吉
、
他
県
農
会
の
技
師
と
し
て
町
村

是
調
査
を
担
当
し
た
、
愛
媛
県
の
岡
田
温
、
島
根
県
の
藤
原
勇
造
か

ら
助
言
を
受
け
て
い
る
。

　
『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
が
調
査
・
刊
行
さ
れ
た
清
田
村
と
国

里
村
は
隣
村
同
士
で
あ
り
、
甲
府
盆
地
の
中
央
に
位
置
し
て
い
た
。

清
田
村
の
現
住
戸
数
は
二
一
一
戸
、
国
里
村
は
一
一
一
戸
の
農
村
で

あ
っ
た
。
最
初
に
『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
に
記
載
さ
れ
た
収
支

勘
定
は
、『
町
村
是
調
査
標
準
』
の
記
載
に
準
じ
て
い
る
の
で
こ
ち

ら
を
確
認
す
る
と
、
収
入
の
合
計
か
ら
支
出
の
合
計
を
差
し
引
い
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
町
村
是
の
資
料
論
研
究
を
進
展
さ
せ
た
佐
々
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木
豊
も
福
岡
県
の
町
村
是
を
用
い
、
こ
の
視
点
か
ら
の
考
察
を
行
っ

た
）
（
（

。
よ
っ
て
、
最
初
に
町
村
是
の
収
支
勘
定
を
表
（
で
示
し
た
い
。

　

表
（
は
、『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
の
各
収
入
項
目
お
よ
び
各

支
出
項
目
に
掲
げ
ら
れ
た
価
額
の
合
計
を
纏
め
上
げ
て
、
左
の
「
収

入
」
と
右
の
「
支
出
」
の
勘
定
を
作
成
し
た
「
収
入
支
出
一
覧
表
」

を
示
し
た
。
こ
れ
が
先
に
述
べ
た
『
町
村
是
調
査
標
準
』
の
「
収
入

及
支
出
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
（
の
収
入
欄
に
あ
る
（
・
水
産
収

入
、
（
・
商
業
収
入
、
（
・
雑
業
収
入
、
（
・
農
家
副
業
収
入
に
つ

い
て
、『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
で
は
、
す
で
に
収
入
額
（
＝
生

産
額
）
か
ら
中
間
財
投
入
額
が
控
除
さ
れ
た
所
得
額
（
＝
付
加
価
値

額
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
表
（
で
は
こ
れ
ら
の
収
入
額

（
＝
生
産
額
）
を
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
内
に
示
す
。
な
お
、
第
三
節
の
所
得

推
計
（
表
（
を
参
照
）
で
は
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
内
の
数
値
を
利
用
す
る
。

　

表
（
の
内
容
を
パ
ネ
ル
Ａ
の
清
田
村
を
例
に
説
明
し
よ
う
。
表
の

左
側
に
あ
る
収
入
の
各
項
目
（
番
号
（
～
（（
）
に
つ
い
て
、
上
か
ら

順
番
に
い
く
つ
か
拾
う
と
、
（
・
農
業
収
入
一
三
万
九
三
七
一
円
、

（
・
雑
業
収
入
二
三
三
四
円
、
（0
・
貯
蓄
貸
金
利
子
二
七
三
二
円
、

（（
・
受
取
小
作
料
八
七
八
円
、
合
計
一
六
万
〇
七
三
一
円
で
あ
る
。

こ
の
合
計
額
が
町
村
是
に
お
け
る
村
の
一
年
間
の
フ
ロ
ー
の
収
入
額

で
あ
る
。

　

続
い
て
表
（
の
右
側
に
記
載
さ
れ
た
支
出
の
各
項
目
（
番
号
（（
～

（（
）
に
つ
い
て
も
、
上
か
ら
順
に
い
く
つ
か
拾
う
と
、
衣
食
住
に
関

わ
る
（（
・
生
計
費
七
万
三
六
一
九
円
、
（（
・
農
業
生
産
費
三
万
七
九

二
〇
円
、
（（
・
支
払
小
作
料
二
万
二
五
一
二
円
、
合
計
一
六
万
七
二

〇
二
円
と
な
る
。
こ
の
収
入
合
計
額
か
ら
支
出
合
計
額
を
差
し
引
い

た
額
が
、
町
村
是
に
お
け
る
利
益
と
な
る
。
結
果
、
パ
ネ
ル
Ａ
の
清

田
村
は
、
六
四
七
一
円
の
赤
字
と
な
り
、
一
戸
当
で
は
三
〇
円
六
六

銭
、
一
人
当
で
は
五
円
五
七
銭
の
赤
字
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
Ｂ
の
国
里

村
も
清
田
村
と
同
じ
項
目
で
収
入
と
支
出
が
調
査
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
合
計
額
と
収
支
計
算
の
額
を
確
認
す
る
。
国
里
村
の
収
入

合
計
額
は
、
七
万
一
九
〇
六
円
、
支
出
合
計
額
は
七
万
三
六
四
九
円

で
あ
り
、
差
引
で
は
一
七
四
二
円
の
赤
字
で
、
一
戸
当
一
五
円
七
〇

銭
、
一
人
当
二
円
八
六
銭
の
赤
字
と
な
る
。

　

表
（
の
よ
う
に
収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
て
そ
の
村
の
経
済
状

況
を
知
る
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
非
常
に
明
快
で
あ
る
。
し
か
し
所

得
は
、
生
産
額
か
ら
中
間
財
投
入
額
を
減
じ
た
付
加
価
値
額
に
よ
っ

て
推
計
さ
れ
る
。
ま
た
、『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
に
は
、
輸
出

入
統
計
表
と
村
役
場
の
精
算
勘
定
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
Ｓ

Ｎ
Ａ
に
準
じ
た
勘
定
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

本
稿
は
、『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
の
「
収
入
・
支
出
一
覧
表
」
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表 1　山梨県『清田村・国里村々是』の「収入支出一覧表」 （単位：円）

番号 収入 番号 支出 収支

Ａ清田村 （ 農業収入 （（（,（（（.（（（ （（ 生計費 （（,（（（.（（（
（ 竹林収入 （（.（（0 （（ 冠婚葬祭費 （,（（（.（00
（ 工業収入 （,0（（.000 （（ 社交及娯楽費 （,（（（.（（0
（ 水産収入 （0.000 （（ 教育費 （,（（（.（（0

［（（.000］ （（ 衛生費 （,（（（.（（0
（ 商業収入 （,（0（.000 （（ 農業生産費 （（,（（0.（0（

［（（,（（0.000］ （（ 報酬及賃金 （,（（（.000
（ 雑業収入 （,（（（.（00 （0 諸税負担額 （,（（（.（（（

［（,（（（.（00］ ［（（（（.（（（］
（ 農家副業収入 （0（.（（0 （（ 支払小作料 （（,（（（.（00

［（（（.（00］ （（ 借金利子 （,（（0.（（0

（ 労働賃金 （,（0（.000 （（
公益出資寄付
喜捨其他

（,（（（.（（0

（ 自家産出肥料 （,（（（.（（（
（0 貯蓄貸金利子 （,（（（.（（（
（（ 受取小作料 （（（.（（（
（（ 雑収入 （,（（（.（（0

合計 （（0,（（（.（（（ （（（,（0（.（（0 -（,（（（.（（（
一戸当 -（0.（（（
一人当 -（.（（（

番号 収入 番号 支出 収支

Ｂ国里村 （ 農業収入 （（,（（（.（（（ （（ 生計費 （（,（（（.（（（
（ 竹林収入 （（.0（（ （（ 冠婚葬祭費 （,（（（.（00
（ 工業収入 （,0（（.000 （（ 社交及娯楽費 （,（（（.（（0
（ 水産収入 （（.000 （（ 教育費 （（（.（（0

［（（.（00］ （（ 衛生費 （（（.（（0
（ 商業収入 （（（.000 （（ 農業生産費 （（,（（（.（（（

［（,（（（.000］ （（ 報酬及賃金 （,（（（.000
（ 雑業収入 （,（（（.000 （0 諸税負担額 （,（00.（（0

［（,0（（.（00］ （（ 支払小作料 （（,（（（.（（（
（ 農家副業収入 （（（.（（0 （（ 借金利子 （,（（（.（00

［（（（.（（0］ （（
公益出資寄付
喜捨其他

（0（.（（0

（ 労働賃金 （（（.000
（ 自家産出肥料 （,（（（.（（（
（0 貯蓄貸金利子 （,0（（.（（（
（（ 受取小作料 （,0（（.（（（
（（ 雑収入 （,（（（.（（0

合計 （（,（0（.（0（ （（,（（（.（0（ -（,（（（.（0（
一戸当 -（（.（00
一人当 -（.（（（

出典：『清田村・国里村々是』、p.（（，p.（（（.
註 （：収入欄の （ .水産収入、 （ .商業収入、 （ .雑業収入、 （ .農家副業収入は、原資料では所得額（＝付加価

値額）で記載されている。ここでは、収入額（＝生産額）をブラケット内に示す。
　 （ ：第三章の表 （ では、ブラケット内の数値を利用する。
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「
物
資
輸
出
入
表
」、「
村
役
場
精
算
表
」、「
生
計
費
」
の
各
項
目
を

用
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ａ
体
系
に
準
じ
た
、「
村
民
所
得
」
勘
定
の
推
計
を

す
す
め
た
い
。

三　
『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
に
よ
る 

　
　
「
村
民
所
得
」
の
推
計

　

本
章
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ａ
に
準
じ
た
「
村
民
所
得
」
の
推
計
作
業
を
行
う
。

ま
ず
、
生
産
を
ベ
ー
ス
と
す
る
「
生
産
所
得
」
を
本
章
（
（
）
で
推

計
し
、
こ
れ
を
も
と
に
「
村
民
所
得
」
を
本
章
（
（
）
で
推
計
す
る
。

　

さ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ａ
の
所
得
推
計
に
は
、
国
民
総
生
産
（
以
下
、
Ｇ
Ｎ

Ｐ
と
表
記
す
る
）
概
念
と
国
内
総
生
産
（
以
下
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
表
記
す

る
）
概
念
が
あ
る
。『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
に
則
す
な
ら
ば
、

「
村
民
」
概
念
と
「
村
内
」
概
念
で
あ
る
。
本
稿
は
、
村
民
の
所
得

を
推
計
す
る
の
で
、
村
外
と
の
所
得
の
移
転
を
含
め
た
Ｇ
Ｎ
Ｐ
概
念

に
よ
る
村
民
所
得
の
推
計
を
行
う
。

（
1
）　

町
村
是
の
収
支
勘
定
か
ら
所
得
推
計
へ

　
『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
を
用
い
た
「
生
産
所
得
」
は
、
各
業

種
の
収
入
額
（
＝
生
産
額
）
と
中
間
財
投
入
額
を
求
め
、
前
者
か
ら

後
者
を
減
じ
て
推
計
さ
れ
る
。
物
的
財
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
表
（

に
各
業
種
別
の
収
入
額
、
中
間
財
投
入
額
、
生
産
所
得
額
、
付
加
価

値
率
、
生
産
所
得
合
計
に
対
す
る
各
業
種
の
割
合
を
示
し
た
。

　

表
（
の
各
項
目
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
列
の
左
か
ら
業
種
、
収
入

額
、
中
間
財
投
入
額
、
生
産
所
得
額
、
付
加
価
値
率
、（
各
業
種
が
）

生
産
所
得
に
占
め
る
割
合
、
で
あ
る
。
ま
ず
業
種
お
よ
び
収
入
額
に

つ
い
て
は
、
表
（
の
（
・
農
業
収
入
、
（
・
竹
林
収
入
、
（
・
工
業

収
入
、
（
・
水
産
収
入
、
（
・
商
業
収
入
、
（
・
雑
業
収
入
、
（
・

農
家
副
業
収
入
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
額
を
も
と
に
、
表
（
の
①
農
林

業
（
（
・
農
業
収
入
と
（
・
竹
林
収
入
と
を
中
間
財
投
入
額
の
関
係
で
合

併
し
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
段
落
で
述
べ
る
。
ま
た
、
（
・
農
業
収
入
に

は
農
家
の
自
家
消
費
分
を
含
む
）、
②
工
業
、
③
水
産
業
、
④
商
業

（
た
だ
し
、
マ
ー
ジ
ン
で
は
な
く
、
売
上
額
で
あ
る
）、
⑤
雑
業
、
⑥
農

家
副
業
、
計
六
つ
の
収
入
額
を
示
し
た
。
こ
の
六
つ
の
業
種
に
対
応

す
る
中
間
財
投
入
額
は
、
次
の
方
法
で
求
め
た
。

　

ま
ず
、
①
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
表
（
「
収
入
支
出
一
覧
表
」
の

支
出
欄
に
あ
る
（（
・
農
業
生
産
費
が
、
中
間
財
投
入
額
に
該
当
す
る
。

本
来
な
ら
ば
、
こ
の
（（
・
農
業
生
産
費
を
（
・
農
業
収
入
と
（
・
竹

林
収
入
と
に
分
け
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
（（
・
農
業
生
産
費
を

双
方
に
分
割
で
き
な
い
た
め
、
（
・
農
業
収
入
と
（
・
竹
林
収
入
を

合
計
し
、
①
農
林
業
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
中
間
財
投
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表 2　清田村と国里村の「生産所得」と付加価値率

Ａ清田村
収入額 中間財投入額

生産所得額
（円）

付加価値率
（％）

生産所得に
占める割合

（％）番号 金額（円） 番号 金額（円）

①農林業 （ （（（,（（（.（（（ （ （,（（（.（（（
（ （（.（（0 （（ （（,（（0.（（（

（（ （ ） （（0.（00 （（ （,（（（.（（0
（（ （ ） （（（.（00
（（ （ ） （（.000

（ （,（（（.（（（

計 （（（,（0（.（（（ （（,（（（.（（（ （0（,（（（.（（（ 0.（（（ （（.（（

②工業 （ （,0（（.000 （ （（（.（00 （0（.（00 0.（00 0.（（

③水産業 （ （（.000 （ （.000 （0.000 0.（（（ 0.0（

④商業 （ （（,（（0.000 （ （（,（（（.000
（（ （ ） （（.000

計 （（,0（（.000 （（,（（（.000 （,（（（.000 0.0（（ （.（（

⑤雑業 （ （,（（（.（00 （ （,（0（.（00 （,（（（.（00 0.（（（ （.（（

⑥農家副業 （ （（（.（00 （ （（（.（（0 （（（.（（0 0.（（（ 0.（0

（算術平均）
生産所得 （（0,（（（.0（（ （（,（0（.（0（ （（0,（（0.（（（ 0.（（（ （00.00

Ｂ国里村

①農林業 （ （（,（（（.（（（ （ （,（（（.（（（
（ （（.0（（ （（ （,（（（.（（（

（（ （ ） （（（.000 （（ （（（.（00
（（ （ ） （（0.000
（（ （ ） （（.000

（ （,（（（.（（（

計 （（,（（（.（（（ （（,0（（.（（（ （（,（（（.（（（ 0.（（（ （（.（（

②工業（イ） （ （,（00.000 （ （,（（（.000
　工業（ロ） （ （（（.000 （ （（（.（00

計 （,（（（.000 （,（0（.（00 （（（.（00 0.（（（ （.（（

③水産業 （ （（.（00 （ （.（00 （（.000 0.（（（ 0.0（

④商業 （ （,（（（.000 （ （,（（（.000 （（（.000 0.0（0 0.（（

⑤雑業 （ （,0（（.（00 （ （0（.（00 （,（（（.000 0.（00 （.（（

⑥農家副業 （ （（（.（（0 （ （0（.（（0 （（（.（（0 0.（（（ （.00

（算術平均）
生産所得 （（,（（（.（（（ （（,（（（.（（（ （（,（（（.（0（ 0.（（（ （00.00

註 （ ：『清田村・国里村々是』より作成。
　 （ ：表中の番号は、表 （ の番号に対応する。
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入
額
と
し
て
（（
・
農
業
生
産
費
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
（（
・
農
業
生

産
費
（
三
万
七
九
二
〇
円
）
に
は
、
（
・
自
家
産
出
肥
料
（
五
三
六
二

円
）
を
含
む
た
め
、
（（
・
農
業
生
産
費
か
ら
（
・
自
家
産
出
肥
料
の

額
を
減
じ
る
。
さ
ら
に
、
尾
高
・
山
内
（
一
九
九
四
）
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
こ
の
（（
・
農
業
生
産
費
に
は
、
農
機
具
や
種
子
購
入
費
用

が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
来
こ
れ
ら
は
、
投
資
費
用
の
一
部
と
見
な
す

べ
き
も
の
で
あ
る）（0
（

。
よ
っ
て
、
（（
・
農
業
生
産
費
か
ら
さ
ら
に
投
資

費
用
に
該
当
す
る
農
具
の
新
調
・
修
繕
分
で
あ
る
清
田
村
六
四
七
円
、

国
里
村
三
一
八
円
を
減
じ
た
額
を
、
（（
・
農
業
生
産
費
と
し
て
計
上

す
る
。

　

ま
た
①
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
も
う
ひ
と
つ
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
生
産
コ
ス
ト
に
（（
・
支
払
小
作
料
を
含
め
る
か
、
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
農
家
経
済
調
査
で
は
農
家
の
所
得
を
推
計
す
る
際
に
、

生
産
コ
ス
ト
に
支
払
小
作
料
を
含
め
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ａ
に

準
じ
た
推
計
を
行
う
な
ら
ば
、
受
取
小
作
料
は
あ
ら
た
に
生
じ
た
所

得
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
支
払
小
作
料
を
、
農
業
の
生
産
費

用
に
含
ま
な
い）（（
（

。
な
お
、『
長
期
経
済
統
計
（　

農
林
業
』
で
も
農

業
所
得
は
生
産
額
か
ら
肥
料
な
ど
の
経
常
的
投
入
額
を
減
じ
て
付
加

価
値
額
を
推
計
し
、
支
払
小
作
料
は
付
加
価
値
額
に
含
ま
れ
て
い
る）（（
（

。

　

つ
づ
い
て
、
③
水
産
業
、
④
商
業
、
⑤
雑
業
、
⑥
農
家
副
業
に
つ

い
て
は
、
各
収
入
項
目
に
「
仕
入
金
等
控
除
額
」、「
原
料
等
控
除

額
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
中
間
財
投
入
額
と
す
る
。

　

最
後
に
②
工
業
の
中
間
財
投
入
額
に
つ
い
て
は
、
清
田
村
の
工
業

収
入
項
目
に
は
職
工
の
賃
金
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
す
な
わ
ち
、

職
工
の
受
取
っ
た
所
得
部
分
を
受
取
総
額
の
二
割
と
仮
定
す
る）（（
（

。
ま

た
、
国
里
村
の
工
業
収
入
項
目
は
二
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と

つ
が
（
イ
）
製
造
工
業
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
が
（
ロ
）
賃
工
業
で

あ
る
。
前
者
に
は
、
瓦
製
造
業
と
水
車
業
が
記
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

「
原
料
等
控
除
額
」
が
判
明
す
る
の
で
、
中
間
財
投
入
額
が
判
明
す

る
。
一
方
後
者
は
、
職
工
の
賃
金
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

よ
っ
て
、（
ロ
）
賃
工
業
も
清
田
村
の
工
業
収
入
と
同
じ
く
、
職
工

の
受
取
っ
た
所
得
は
収
入
額
の
二
割
と
す
る
。

　

そ
し
て
、「
生
産
所
得
」
の
推
計
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
ほ
か

に
、
表
（
の
収
入
欄
に
あ
る
（
・
労
働
賃
金
、
（
・
自
家
産
出
肥
料
、

（（
・
農
業
生
産
費
、
（（
・
借
金
利
子
を
用
い
る
。
こ
こ
で
、
（（
・
借

金
利
子
に
つ
い
て
説
明
す
る
。『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
に
よ
る

と
、
両
村
の
農
家
で
は
農
工
銀
行
や
甲
府
市
の
資
産
家
な
ど
か
ら
資

金
を
借
り
入
れ
、
農
業
生
産
の
た
め
の
肥
料
購
入
代
な
ど
に
充
て
て

い
た
が
、
そ
の
借
入
金
を
自
家
生
計
費
に
も
流
用
し
て
い
た）（（
（

。
よ
っ

て
、
（（
・
借
金
利
子
の
半
額
を
①
農
林
業
の
中
間
財
投
入
額
に
用
い
、
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残
り
の
半
分
は
生
計
費
と
し
て
計
上
す
る
（
三（
（
）、
表
（
の
（0
・

個
人
消
費（
ｊ
）借
金
利
子
を
参
照
の
こ
と
）。

　

表
（
が
、『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
か
ら
推
計
し
た
両
村
の

「
生
産
所
得
」
お
よ
び
付
加
価
値
率
で
あ
る
。
両
村
と
も
に
、
生
産

所
得
に
占
め
る
割
合
は
①
農
林
業
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
付
加
価
値

率
を
確
認
す
る
と
、
③
水
産
業
、
⑤
雑
業
、
⑥
農
家
副
業
が
高
い
こ

と
が
判
明
す
る
。

（
2
）　
「
村
民
所
得
」
の
推
計

　

前
節
で
推
計
し
た
「
生
産
所
得
」、
お
よ
び
『
清
田
村
・
国
里

村
々
是
』
の
「
収
入
・
支
出
一
覧
表
」「
輸
出
入
表
」、「
村
役
場
精

算
表
」、「
生
計
費
」
の
各
項
目
を
用
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ａ
体
系
に
準
じ
た
、

「
村
民
所
得
」
勘
定
を
推
計
し
、
そ
の
結
果
を
表
（
か
ら
表
（
に
示

し
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
、
紙
幅
の
都
合
上
、
具
体
的
な
推
計
方
法
は
、

表
（
個
人
勘
定
の
み
説
明
し
、
表
（
、
表
（
～
（
に
つ
い
て
は
、
尾

関
（
二
〇
〇
四
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
表
（
村
民
総
生
産
と
支
出
勘
定
（
後
掲
）
で
あ
る
が
、
こ

の
表
（
は
表
（
～
（
か
ら
作
成
さ
れ
る
た
め
、
初
め
に
表
（
か
ら
説

明
す
る
。

　

表
（
個
人
勘
定
は
、
村
民
の
収
支
勘
定
で
あ
る
。
表
の
右
側
の
受

取
が
個
人
所
得
の
源
泉
を
示
し
、
前
節
で
推
計
し
た（
ａ
）生
産
所
得

と（
ｂ
）～（
ｆ
）か
ら
な
る
（（
・
所
得
と
（（
・
村
役
場
か
ら
の
移
転
所

得
（「
貧
困
者
救
助
費
」）、
（（
・
国
か
ら
の
移
転
所
得
（
恩
給
・
勲
章

年
金
）、
（（
・
海
外
か
ら
の
移
転
所
得
（
海
外
か
ら
の
送
金
）
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
推
計
さ
れ
た
、
（（
・
全
個
人
所
得
は
、
清
田

村
一
二
万
四
一
六
五
円
、
国
里
村
五
万
八
七
五
三
円
で
あ
る
。

　

表
（
の
左
側
に
は
支
払
で
あ
る
個
人
の
支
出
額
を
計
上
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
（0
・
個
人
消
費）（（
・
（（
（

、
（（
・
直
接
税
、
（（
・
貯
蓄
か
ら
な
る
。

（（
・
貯
蓄
額
は
、
（（
・
全
個
人
所
得
か
ら
、
（0
・
個
人
消
費
と
（（
・

直
接
税
と
の
合
計
額
を
減
じ
た
額
が
計
上
さ
れ
、
清
田
村
一
万
四
六

一
四
円
、
国
里
村
三
五
九
五
円
で
あ
る）（（
（

。
よ
っ
て
、
（（
・
全
個
人
支

出
と
（（
・
全
個
人
所
得
と
は
、
清
田
村
一
二
万
四
一
六
五
円
、
国
里

村
五
万
八
七
五
三
円
で
収
支
が
一
致
す
る
。

　

表
（
は
、
村
役
場
の
収
支
勘
定
で
あ
る）（（
（

。
表
の
右
側
は
、
村
役
場

の
受
取
勘
定
で
、
合
計
額
は
（0
・
村
役
場
収
入
に
示
し
た
よ
う
に
、

清
田
村
一
万
四
四
六
八
円
、
国
里
村
四
八
七
一
円
で
あ
る
。
表
（
の

左
側
は
、
村
役
場
の
支
出
と
な
り
、
（（
・
村
役
場
支
出
に
あ
る
清
田

村
一
万
〇
二
八
八
円
、
国
里
村
四
〇
二
九
円
で
あ
る
。
表
（
の
村
役

場
勘
定
で
は
、
収
入
が
支
出
を
、
清
田
村
で
四
一
七
九
円
、
国
里
村

で
八
四
二
円
超
過
し
て
い
る
。
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表
4

　
個

人
勘

定

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

（0
個

人
消

費（
（

）
（0（,（（（.（0（

（（,（（（.（（（
（（

所
得（

（
）

（（（,（（（.（（（
（（,（（（.（（（

（
ａ

）食
料

（（,（（（.（（0
（（,（（0.（（（

（
ａ

）生
産

所
得

（（0,（（0.（（（
（（,（（（.（0（

（
ｂ

）被
服

（,（（（.（（（
（,（（0.（（（

（
ｂ

）民
間

サ
ー

ビ
ス

所
得

（（0（.（00
（（（（.0（

（
ｃ

）消
耗

品
費

（,（0（.（0（
（,（（（.（（（

（
ｃ

）労
働

賃
金（

子
守

）
（（（.000

（（.000
（

ｄ
）冠

婚
葬

祭
費

（,（（（.（00
（,（（（.（00

（
ｄ

）貯
蓄

貸
金

利
子

（,（（（.（（0
（（（.（00

（
ｅ

）社
交

及
娯

楽
費

（,（（（.（（0
（,（（（.（（0

（
ｅ

）地
代（

受
取

小
作

料
）

（,（（（.（（（
（,（（0.（（（

（
ｆ

）教
育

費
（,（（（.（（0

（（（.（（0
（

ｆ
）雑

収
入

（,（（0.（（0
（,（（（.（（0

（
ｇ

）衛
生

費
（,（（（.（（0

（（（.（（0
（（

村
役

場
か

ら
の

移
転

所
得（

（（）
0.（（（

0.（（（
（

ｈ
）家

庭
内

サ
ー

ビ
ス（

子
守

）
（（（.000

（（.000
（（

国
か

ら
の

移
転

所
得（

（（）
（（（.000

-
（

ｉ
）地

代（
支

払
小

作
料

）
（,（（（.0（（

（（（.（（（
（（

海
外

か
ら

の
移

転
所

得（
（（）

（00.000
（00.000

（
ｊ

）借
金

利
子（

生
計

費
）

（,（（（.（（0
（（（.（00

（
ｋ

）公
益

出
資

寄
付

金
喜

捨
其

他
（,（（（.（（0

（0（.（（0

（（
直

接
税（

（（）
（,（（（.（（（

（,（00.（（0
（（

貯
蓄（

（（）
（（,（（（.（（（

（,（（（.（（0

（（
全

個
人

支
出

（（（,（（（.（（（
（（,（（（.0（（

（（
全

個
人

所
得

（（（,（（（.（（（
（（,（（（.0（（

不
突

合
0.000

0.000

表
5

　
村

役
場

勘
定

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

（（
財

お
よ

び
サ

ー
ビ

ス
へ

の
村

役
場

支
出（

（
）

（,（（（.000
（,0（（.（（（

（（
間

接
税（

（
）

（（（.（（0
-

（0
財

お
よ

び
サ

ー
ビ

ス
へ

の
耕

地
整

理
組

合
支

出（
（

）
（,（（0.（（（

（（.（（（
（（

直
接

税（
（（）

（,（（（.（（（
（,（00.（（0

（（
村

民
へ

の
移

転
支

出（
（（）

0.（（（
0.（（（

（（
村

役
場

サ
ー

ビ
ス

の
産

出
（,（（（.000

（,0（（.（（（

（（
村

役
場

か
ら

国
・

県
へ

の
移

転
（

（（）
（,（0（.（（0

（,（（（.（（0
（（

国
・

県
か

ら
の

村
役

場
へ

の
移

転（
（（）

（（.（（（
（（.0（（

（（
村

役
場

か
ら

他
町

村
へ

の
移

転
（

（（）
（（（.（（（

（（.（（0
（（

耕
地

整
理

組
合

費
（,（（0.（（（

（（.（（（

（（
村

役
場

支
出

（0,（（（.（0（
（,0（（.（（（

（0
村

役
場

収
入

（（,（（（.（（（
（,（（（.（（（

不
突

合
-（（（（.（（（

-（（（.0（（
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表
（
は
、
村
内
の
資
本
形
成
勘
定
で
あ
る
。
右
側
は
投
資
の
源
泉

で
あ
る
貯
蓄
額
を
、
（（
・
個
人
貯
蓄
と
し
て
計
上
し
た
。
そ
の
額
は

清
田
村
一
万
四
六
一
四
円
、
国
里
村
三
五
九
五
円
で
あ
る
。
一
方
、

表
（
の
左
側
は
、
（（
・
村
内
投
資
の
額
で
あ
る
、
清
田
村
四
九
八
九

円
、
国
里
村
三
七
二
五
円
で
あ
る
。
こ
の
額
を
表
（
の
（
・
村
民
総

生
産
へ
の
総
支
出
で
除
す
る
と
、
村
内
の
資
本
形
成
比
率
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
値
は
、
清
田
村
で
三
・
九
％
、
国
里
村
で
六
・
二
％
で

あ
る
。
こ
こ
で
求
め
た
比
率
は
、
値
が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
（（
・
個
人
貯
蓄
か
ら
（（
・
村
内
投
資
を
減
じ
る
と
、
貯
蓄
が

資
本
形
成
の
額
を
清
田
村
で
九
六
二
四
円
超
過
し
、
国
里
村
で
一
三

〇
円
少
な
い
。
こ
こ
で
、
国
里
村
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
示
し
て
い

る
が
、
こ
の
額
を
（（
・
村
外
へ
の
投
資
と
し
て
擬
制
さ
せ
、
表
（
の

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
一
致
さ
せ
る
。

　

表
（
は
、
村
外
勘
定
で
あ
る
。
こ
の
勘
定
は
、
対
外
関
係
取
引
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
村
外
か
ら
み
る
勘
定
構
成
と
な
る
。
よ
っ
て
、

左
側
が
受
取
、
右
側
が
支
払
と
な
る
。
左
側
の
（0
・
村
外
か
ら
の
全

受
取
は
、
清
田
村
七
万
六
一
三
二
円
、
国
里
村
二
万
四
〇
二
六
円
で

あ
る
。
右
側
の
（（
・
村
外
へ
の
全
支
払
は
、
清
田
村
六
万
四
〇
二
六

円
、
国
里
村
二
万
二
四
三
七
円
と
な
る
。
表
（
村
外
勘
定
で
は
、
清

田
村
で
は
受
取
が
支
払
を
一
万
二
一
〇
六
円
、
国
里
村
で
は
一
五
八

八
円
、
そ
れ
ぞ
れ
超
過
し
て
い
る
。

　

表
（
で
両
村
の
対
外
関
係
全
体
を
み
て
き
た
が
、
そ
こ
で
の
勘
定

は
不
突
合
を
示
す
。
し
か
し
、『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
の
「
物

資
輸
出
入
表
」
は
、
物
的
財
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
把
捉
率
は
高
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
村
外
市
場
と
の
関
連
を
具
体
的
に
示
す
た

め
に
、
こ
こ
で
農
業
と
工
業
に
つ
い
て
の
輸
出
依
存
度
を
求
め
、
表

（
に
示
し
た
。

　

表
（
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
は
、
甲
府
市
近
郊
の
両
村
に
お
い
て
、

そ
の
市
場
向
け
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
全
体
的
に

輸
出
依
存
度
は
高
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
物
的
財
の
み
の

輸
出
入
に
限
っ
て
み
て
も
、
清
田
村
二
万
九
八
四
五
円
、
国
里
村
四

八
三
四
円
の
輸
出
超
過
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る）（（
（

。

　

以
上
、
四
つ
の
勘
定
体
系
を
提
示
し
た
が
、
最
後
に
表
（
～
（
か

ら
作
成
さ
れ
る
表
（
村
民
総
生
産
と
総
支
出
勘
定
を
確
認
す
る
。
こ

こ
で
は
、
左
側
に
村
民
所
得
の
成
立
が
、
右
側
に
そ
の
支
出
の
形
態

が
示
さ
れ
て
い
る
。
左
側
の
（
・
市
場
価
格
表
示
の
村
民
総
生
産
は
、

清
田
村
一
二
万
三
一
二
〇
円
、
国
里
村
五
万
八
四
五
二
円
で
あ
る
。

右
側
の
支
出
は
、
合
計
額
で
あ
る
（
・
村
民
総
生
産
へ
の
総
支
出
は
、

清
田
村
一
二
万
八
六
五
五
円
、
国
里
村
六
万
一
三
五
九
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
総
支
出
が
総
生
産
を
、
清
田
村
は
五
五
三

表
4

　
個

人
勘

定

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

（0
個

人
消

費（
（

）
（0（,（（（.（0（

（（,（（（.（（（
（（

所
得（

（
）

（（（,（（（.（（（
（（,（（（.（（（

（
ａ

）食
料

（（,（（（.（（0
（（,（（0.（（（

（
ａ

）生
産

所
得

（（0,（（0.（（（
（（,（（（.（0（

（
ｂ

）被
服

（,（（（.（（（
（,（（0.（（（

（
ｂ

）民
間

サ
ー

ビ
ス

所
得

（（0（.（00
（（（（.0（

（
ｃ

）消
耗

品
費

（,（0（.（0（
（,（（（.（（（

（
ｃ

）労
働

賃
金（

子
守

）
（（（.000

（（.000
（

ｄ
）冠

婚
葬

祭
費

（,（（（.（00
（,（（（.（00

（
ｄ

）貯
蓄

貸
金

利
子

（,（（（.（（0
（（（.（00

（
ｅ

）社
交

及
娯

楽
費

（,（（（.（（0
（,（（（.（（0

（
ｅ

）地
代（

受
取

小
作

料
）

（,（（（.（（（
（,（（0.（（（

（
ｆ

）教
育

費
（,（（（.（（0

（（（.（（0
（

ｆ
）雑

収
入

（,（（0.（（0
（,（（（.（（0

（
ｇ

）衛
生

費
（,（（（.（（0

（（（.（（0
（（

村
役

場
か

ら
の

移
転

所
得（

（（）
0.（（（

0.（（（
（

ｈ
）家

庭
内

サ
ー

ビ
ス（

子
守

）
（（（.000

（（.000
（（

国
か

ら
の

移
転

所
得（

（（）
（（（.000

-
（

ｉ
）地

代（
支

払
小

作
料

）
（,（（（.0（（

（（（.（（（
（（

海
外

か
ら

の
移

転
所

得（
（（）

（00.000
（00.000

（
ｊ

）借
金

利
子（

生
計

費
）

（,（（（.（（0
（（（.（00

（
ｋ

）公
益

出
資

寄
付

金
喜

捨
其

他
（,（（（.（（0

（0（.（（0

（（
直

接
税（

（（）
（,（（（.（（（

（,（00.（（0
（（

貯
蓄（

（（）
（（,（（（.（（（

（,（（（.（（0

（（
全

個
人

支
出

（（（,（（（.（（（
（（,（（（.0（（

（（
全

個
人

所
得

（（（,（（（.（（（
（（,（（（.0（（

不
突

合
0.000

0.000

表
5

　
村

役
場

勘
定

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

（（
財

お
よ

び
サ

ー
ビ

ス
へ

の
村

役
場

支
出（

（
）

（,（（（.000
（,0（（.（（（

（（
間

接
税（

（
）

（（（.（（0
-

（0
財

お
よ

び
サ

ー
ビ

ス
へ

の
耕

地
整

理
組

合
支

出（
（

）
（,（（0.（（（

（（.（（（
（（

直
接

税（
（（）

（,（（（.（（（
（,（00.（（0

（（
村

民
へ

の
移

転
支

出（
（（）

0.（（（
0.（（（

（（
村

役
場

サ
ー

ビ
ス

の
産

出
（,（（（.000

（,0（（.（（（

（（
村

役
場

か
ら

国
・

県
へ

の
移

転
（

（（）
（,（0（.（（0

（,（（（.（（0
（（

国
・

県
か

ら
の

村
役

場
へ

の
移

転（
（（）

（（.（（（
（（.0（（

（（
村

役
場

か
ら

他
町

村
へ

の
移

転
（

（（）
（（（.（（（

（（.（（0
（（

耕
地

整
理

組
合

費
（,（（0.（（（

（（.（（（

（（
村

役
場

支
出

（0,（（（.（0（
（,0（（.（（（

（0
村

役
場

収
入

（（,（（（.（（（
（,（（（.（（（

不
突

合
-（（（（.（（（

-（（（.0（（
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表
6

　
資

本
形

成
勘

定

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

（（
村

内
投

資（
（

）
（,（（（.（（（
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（（

個
人

貯
蓄（

（（）
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（（

村
外

へ
の

投
資（

（（）
（,（（（.（（（

-（（0.0（0

（（
資

本
勘

定
の

支
払

（（,（（（.（（（
（,（（（.（（0

（（
資

本
勘

定
の

受
取

（（,（（（.（（（
（,（（（.（（0

不
突

合
0.000

0.000

表
7

　
村

外
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一
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番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連
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村
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里
村
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輸
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（（

輸
入（

（
）

（0,（（0.（（（
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県
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（（）
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（,（（（.（（0

（（
国

か
ら

の
移

転
所

得（
（（）

（（（.000
─

（（
村

役
場

か
ら

他
町

村
へ

の
移

転（
（（）

（（（.（（（
（（.（（0

（（
海

外
か

ら
の

移
転

所
得（

（（）
（00.000

（00.000

（0
村

外
か

ら
の

全
受

取
（（,（（（.（（（

（（,0（（.（（（
（（

村
外

へ
の

全
支

払
（（,0（（.（0（

（（,（（（.（（0

不
突

合
（（,（0（.0（（

（（（（.（0（

表
3

　
村

民
総

生
産

と
総

支
出

勘
定

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

（
間

接
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（（）
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（

民
間

部
門

に
よ

る
財

お
よ

び
サ

ー
ビ
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の

消
費（

（0）
（0（,（（（.（0（

（（,（（（.（（（

（
要

素
価

格
表

示
の

村
民

所
得（

（（）
（（（,（（（.（（（

（（,（（（.（（（
（

財
お

よ
び

サ
ー

ビ
ス

へ
の

村
役

場
・

耕
地

整
理

組
合

支
出（

（（）・（
（0）

（,（（（.（（（
（,0（（.（（（

（
村

内
投

資（
（（）

（,（（（.（（（
（,（（（.（（0

（
輸

出（
（（）

（（,（（（.（（（
（（,（（（.0（0

（
（

控
除

）輸
入（

（（）
-（0,（（0.（（（

-（0,（（（.（（0

（
市

場
価

格
表

示
の

村
民

総
生

産
（（（,（（0.（（（

（（,（（（.（（（
（

村
民

総
生

産
へ

の
総

支
出

（（（,（（（.0（（
（（,（（（.（（（

不
突

合
-（（（（.（（（

-（（0（.（（（
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四
円
、
国
里
村
は
二
九
〇
六
円
、
そ
れ
ぞ
れ
超
過
し
て
い
る
。

（
3
）　
「
村
民
所
得
」
の
ま
と
め

　

前
項
で
は
町
村
是
を
用
い
た
「
村
民
所
得
」
の
推
計
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、「
村
民
所
得
」
の
ま
と
め
で
あ
る
、
表
（
村
民
総
生
産

と
総
支
出
勘
定
は
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
近
づ
い
て
お
り
、
収
支
の

不
突
合
は
、
約
五
％
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
推
計
に
お
い
て
改
善
す

べ
き
点
を
二
つ
あ
げ
て
お
き
た
い
。

　

ひ
と
つ
は
、
表
（
の
村
役
場
勘
定
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
回
使
用

し
た
『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
が
作
成
さ
れ
た
清
田
村
と
国
里
村

は
組
合
村
で
あ
り
、
両
村
で
村
役
場
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
推
計
に
用

い
た
「
歳
入
出
精
算
表
」
は
、
清
田
村
、
国
里
村
、
組
合
村
の
計
三

つ
作
成
さ
れ
て
お
り
、
表
（
は
こ
れ
を
使
用
し
た
。
組
合
村
の
「
歳

入
出
精
算
表
」
か
ら
、
組
合
村
へ
の
負
担
額
が
、
清
田
村
六
五
％
、

国
里
村
三
五
％
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
の
割
合
に
も
と
づ
い
て
、

両
村
に
按
分
し
た）（0
（

。
こ
の
た
め
、
勘
定
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
表
（
の
村
外
勘
定
に
お
け
る
輸
出
入
の
額
に
つ

い
て
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
清
田
村
と
国
里
村
と
も
に
村
外

へ
の
支
払
が
村
外
か
ら
の
受
取
を
超
過
し
て
い
る
。
両
村
に
お
け
る

輸
入
の
過
小
は
、
把
捉
さ
れ
に
く
い
サ
ー
ビ
ス
の
輸
入
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
不
突
合
の
計
数
が
大
き
い
の
で
、
別
の
要
因
も
検
討
し

た
い
。

（
4
）　

村
民
所
得
の
分
析
と
比
較

　

前
節
で
は
、
町
村
是
を
用
い
て
「
村
民
所
得
」
の
推
計
を
行
っ
た
。

本
節
で
は
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
計
数
を
用
い
て
、
い
く
つ
か
の
指
標

を
求
め
、
他
の
推
計
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
値
を
次
の
表

（
に
示
し
た
。

　

表
（
に
は
、「
村
民
所
得
」
の
推
計
を
も
と
に
、
一
人
当
た
り
所

得
、
所
得
に
占
め
る
農
と
非
農
業
の
割
合
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
、
租
税

負
担
率
、
貯
蓄
率
、
投
資
比
率
を
求
め
た
。
そ
の
値
を
順
に
確
認
し

表 8　輸出依存度
（単位：％）

品目名 清田村 国里村

米 （（ （（
大麦 （（ （（
小麦 （（ （（

玉蜀黍 （（ ─
大豆 （（ ─

其他豆類 （0 ─
蔬菜類 （（ （（
果実類 （（ （（
鶏卵 （（ （（

種苗類 （（ （
桑 （（ （
繭 （（ （（

瓦煉瓦類 ─ （（
藁細工類 ─ （（

註 （ ：「輸出依存度」が判明しない品
目を「-」で示す。

　 （ ：『清田村・国里村々是』より作
成。

表
6

　
資

本
形

成
勘

定

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

（（
村

内
投

資（
（

）
（,（（（.（（（

（,（（（.（（0
（（

個
人

貯
蓄（

（（）
（（,（（（.（（（

（,（（（.（（0
（（

村
外

へ
の

投
資（

（（）
（,（（（.（（（

-（（0.0（0

（（
資

本
勘

定
の

支
払

（（,（（（.（（（
（,（（（.（（0

（（
資

本
勘

定
の

受
取

（（,（（（.（（（
（,（（（.（（0

不
突

合
0.000

0.000

表
7

　
村

外
勘

定

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

一
連

番
号

項
目

清
田

村
国

里
村

（（
輸
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（

）
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（（

輸
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（
）
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・
県

か
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村
役
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へ

の
移

転（
（（）
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（（
村

役
場

か
ら

国
・

県
へ

の
移

転（
（（）

（,（0（.（（0
（,（（（.（（0

（（
国

か
ら

の
移

転
所

得（
（（）

（（（.000
─

（（
村

役
場

か
ら

他
町

村
へ

の
移

転（
（（）

（（（.（（（
（（.（（0

（（
海

外
か

ら
の

移
転
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得（

（（）
（00.000

（00.000

（0
村

外
か

ら
の

全
受

取
（（,（（（.（（（

（（,0（（.（（（
（（

村
外

へ
の

全
支

払
（（,0（（.（0（

（（,（（（.（（0

不
突

合
（（,（0（.0（（

（（（（.（0（
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目
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価
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示
の
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民

所
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（（）
（（（,（（（.（（（
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（

財
お

よ
び

サ
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ビ
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へ
の
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役

場
・
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（（）・（
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（
村
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投
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（（）

（,（（（.（（（
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（（）
-（0,（（0.（（（
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（
市

場
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村
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（（,（（（.（（（
（

村
民

総
生

産
へ

の
総
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出

（（（,（（（.0（（
（（,（（（.（（（

不
突

合
-（（（（.（（（

-（（0（.（（（
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て
い
く
と
、
一
人
当
た
り
所
得
は
、
清
田
村
一
〇
六
円
、
国
里
村
九

六
円
、
所
得
に
占
め
る
農
業
と
非
農
業
の
割
合
は
、
両
村
と
も
に
農

業
が
八
五
％
、
非
農
業
が
一
五
％
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
、
清
田
村
六

二
・
八
％
、
国
里
村
七
三
・
四
％
と
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
租
税
負
担
率
は
、
清
田
村
八
・
一
％
、
国
里
村
四
・

八
％
、
貯
蓄
率
は
、
清
田
村
一
二
・
五
％
、
国
里
村
六
・
四
％
、
投

資
比
率
は
、
清
田
村
三
・
九
％
、
国
里
村
六
・
二
％
、
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、「
村
民
所
得
」
で
得
ら
れ
た
計
数
を
比
較
す
る
た
め
、
表

（
に
は
全
国
値
と
し
て
『
長
期
経
済
統
計
（　

国
民
所
得
』
よ
り
求

め
た
値
（
以
下
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
表
記
、
一
九
一
三
年
、
当
年
価
格
）、
過
去

と
の
比
較
と
し
て
『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
よ
る
推
計
値
（
以
下
、

防
長
と
表
記
、
一
八
四
〇
年
代
）
を
示
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
の
比
較
か
ら
、「
村
民
所
得
」
の
一
人
当
た

り
所
得
と
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
計
数
は
、
妥
当
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

だ
が
、
租
税
負
担
率
、
貯
蓄
率
、
投
資
比
率
と
も
に
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
比

較
す
る
と
低
い
値
で
あ
る
。
次
に
、
防
長
と
「
村
民
所
得
」
と
の
比

較
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
近
い
値
を
示
す
。
一
方
、
所
得
に
占
め

る
農
業
と
非
農
業
の
割
合
が
こ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
防
長
で
は
非

農
業
の
割
合
が
山
梨
県
と
比
較
す
る
と
高
い
。
ま
た
、
貯
蓄
率
は
、

表 9　村民所得の分析と比較 （単位：％）

一人当たり所得
（単位；円）

所得に占める農と非農 エンゲル
係数

租税
負担率

貯蓄率 投資比率
農業 非農業

清田村 （0（ （（.（ （（.（ （（.（ （.（ （（.（ （.（
国里村 （（ （（.（ （（.（ （（.（ （.（ （.（ （.（

LTES
（（（（（年）

（（ ─ ─ （（.（ （（.（ （（.（ （（.（

防長
（（（（0年代）

─ （（ （（ （（（） ─ （（ ─

註 （ ：清田村・国里村は、表（-（をもとに、一部再計算を行う。
　 （ ：LTESは、大川他『国民所得』第 （ , （ , （ , （ ,（（表より計算。
　 （ ：防長は、西川（（（（（）『日本経済の成長史』,pp.（0（-（0（に記載された数値を用いる。
　　①所得に占める農と非農の値は、農業と「産業」の可処分所得の割合を示した値である。
　　②エンゲル係数は、前山代宰判（「宰判」とは郡レベルの行政単位）のみの数値である。
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Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
同
じ
よ
う
に
、「
村
民
所
得
」
の
値
が
低
く
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
に
つ
い
て
の
比
較
か
ら
、「
村
民
所
得
」
の
計
数

は
、
一
人
当
た
り
所
得
と
エ
ン
ゲ
ル
係
数
に
つ
い
て
は
、
妥
当
な
も

の
で
あ
る
と
判
断
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
租
税
負
担
率
、
貯

蓄
率
、
投
資
比
率
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

四　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

歴
史
統
計
を
用
い
た
所
得
推
計
に
お
い
て
、
仮
定
さ
れ
た
付
加
価

値
率
お
よ
び
所
得
率
か
ら
所
得
推
計
の
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
今
回
の
分
析
は
、
町
村
是
に
記
載
さ
れ
た
生
産
コ
ス
ト
、
す

な
わ
ち
実
際
の
中
間
財
投
入
額
を
用
い
た
所
得
推
計
を
行
い
、
そ
の

所
得
額
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ａ
に
準
じ
た
「
村
民
所
得
」
の
推
計
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
付
加
価
値
ベ
ー
ス
の
経
済
計
算
の
可
能
性
を
示
し
た
も

の
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
一
人
当
た
り
所
得
や
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
計

数
は
、
他
の
推
計
と
比
較
し
て
も
妥
当
な
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

　

し
か
し
、
現
時
点
の
推
計
値
は
改
善
の
余
地
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
村
民
所
得
」
の
各
勘
定
の
整
合
性
を
、
よ
り
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
租
税
負
担
率
、
貯
蓄

率
、
投
資
比
率
の
計
数
を
改
善
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
の
三
つ
の
勘
定
体
系
、
す
な

わ
ち
フ
ロ
ー
勘
定
の
「
収
入
及
支
出
」、「
町
村
内
外
輸
出
入
総
額
」、

お
よ
び
ス
ト
ッ
ク
勘
定
の
「
町
村
共
有
財
産
、
貯
蓄
金
額
」
の
整
合

性
を
保
持
し
た
、「
村
民
所
得
」
の
推
計
を
行
う
こ
と
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
第
一
に
、
デ
ー
タ
数
を
増
や
す
（
尾

高
・
山
内
一
九
九
三
）、
第
二
に
、
産
業
連
関
表
の
作
成
（
西
川
一
九

八
五
、
佐
藤
一
九
八
六
）、
そ
し
て
第
三
に
、
所
得
と
消
費
と
の
関
係
、

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
明
治
・
大
正
期
農
村
の
経
済
構
造
分
析

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
山
梨
県
の
町
村
是
に
よ
る
「
村
民
所
得
」
の

推
計
作
業
を
つ
う
じ
て
町
村
是
の
勘
定
体
系
に
つ
き
検
討
を
加
え
た
。

そ
の
結
果
、
町
村
是
は
ユ
ニ
ー
ク
な
勘
定
体
系
を
有
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
現
在
の
Ｓ
Ｎ
Ａ
の
概
念
で
の
分
析
に
も
適
用
が
可
能
で
あ
り
、

全
国
で
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
町
村
分
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
町
村
是

を
利
用
し
た
組
織
的
な
「
村
民
所
得
」
の
推
計
作
業
も
可
能
で
あ
ろ

う
。

　
　
　

文
献
一
覧

Ⅰ　

刊
行
資
料

内
閣
統
計
局
（
一
九
二
八
）『
大
正
十
四
年
に
お
け
る
国
民
所
得
』。
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内
閣
統
計
局
（
一
九
三
四
）『
昭
和
五
年
国
民
所
得
調
査
報
告
書
』。

中
込
茂
作
編
（
一
九
一
五
）『
山
梨
県
西
山
梨
郡
清
田
村
・
国
里
村
々

是
』
山
梨
県
西
山
梨
郡
清
田
村
外
一
カ
村
組
合
役
場
。

全
国
農
事
会
編
（
一
九
〇
一
）『
町
村
是
調
査
標
準
』。

『
山
梨
日
々
新
聞
』（
一
九
〇
三
）「
郡
是
及
町
村
是
調
査
方
針
」
明
治

三
六
年
六
月
六
～
七
日
。

『
山
梨
日
々
新
聞
』（
一
九
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）「
新
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正
三
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一

六
日
。
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又
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。

（
（
）  

内
閣
統
計
局
（
一
九
二
八
）、（
一
九
三
四
）、
土
方
（
一
九
三

三
）、
中
川
（
一
九
三
五
）、
山
田
編
（
一
九
五
一
／
五
七
）、
大

川
他
（
一
九
七
四
）。

（
（
）  

西
川
・
石
部
（
一
九
七
五
ⓐ
）、
同
（
一
九
七
五
ⓑ
）、
穐
本

（
一
九
八
八
）、
西
川
（
一
九
八
五
）、
同
（
二
〇
一
二
）、
同
（
二

〇
一
三
）、
佐
藤
（
一
九
八
六
）、
松
本
（
二
〇
〇
四
）、
浜
野

（
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
浜
野
（
二
〇
〇
〇
）

は
出
来
高
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
付
加
価
値
ベ
ー
ス
で
は
な
い
。

（
（
）  

尾
高
・
山
内
（
一
九
九
三
）、
同
（
一
九
九
四
）。

（
（
）  

西
川
・
石
部
（
一
九
七
五
ⓑ
）、
七
二
八
頁
。

（
（
）  

町
村
是
の
利
用
に
際
し
、
経
済
学
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
、
大
橋
（
一
九
八
二
）、
第
七
章
「
明
治
町
村
是
と
福
岡
県
」

を
参
照
。
な
お
、
尾
高
・
山
内
（
一
九
九
三
）、
同
（
一
九
九

四
）
は
、
町
村
是
を
経
済
学
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
本
格
的
に
分

析
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

（
（
）  

以
下
、
本
段
落
と
次
段
落
の
記
述
は
、
斎
藤
・
尾
関
（
二
〇
〇

四
）、
一
五
六
～
一
五
八
頁
に
よ
る
。

（
（
）  

中
込
編
（
一
九
一
五
）
の
「
凡
例
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）  

『
山
梨
日
々
新
聞
』（
一
九
〇
三
ⓐ
）、
同
（
一
九
〇
三
ⓑ
）
を

参
照
。

（
（
）  

佐
々
木
（
一
九
七
〇
）、
二
八
～
三
八
頁
。

（
（0
）  

尾
高
・
山
内
（
一
九
九
四
）、
二
一
八
～
二
一
九
頁
。

（
（（
）  

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
荏
開
津
（
一
九
八
五
）、
一
〇
四
～

一
〇
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）  

梅
村
他
（
一
九
六
六
）、
五
〇
～
五
二
頁
。

（
（（
）  

こ
れ
は
、
清
田
村
の
雑
業
収
入
項
目
に
あ
る
土
木
工
事
請
負
の

場
合
で
あ
る
。
請
負
業
者
二
戸
の
収
入
金
五
〇
〇
円
、
仕
入
金
等

の
控
除
額
四
〇
〇
円
、
利
益
一
〇
〇
円
と
あ
る
の
で
、
利
益
な
い

し
賃
金
は
受
け
取
り
総
額
の
二
割
に
相
当
し
た
。
中
込
編
（
一
九

一
五
）、
四
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）  

中
込
編
（
一
九
一
五
）、
一
七
五
～
一
七
六
頁
。

（
（（
）  

『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
の
被
服
消
費
額
は
、
ス
ト
ッ
ク
か

ら
の
利
用
額
を
消
費
額
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、（
ｂ
）

被
服
は
、
こ
の
額
を
控
除
し
た
フ
ロ
ー
の
支
出
額
の
み
を
計
上
し

た
。

（
（（
）  

こ
こ
で
、（
ⅰ
）地
代
（
支
払
小
作
料
）
は
、
表
（
の
番
号
（（
・

支
払
小
作
料
の
金
額
よ
り
も
だ
い
ぶ
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
（
の
（（
・
支
払
小
作
料
に
は
、
二
重
計
算

を
も
た
ら
す
ふ
た
つ
の
小
作
料
が
合
算
さ
れ
て
い
た
（
中
込
編

（
一
九
一
五
）、
五
六
頁
、
一
一
二
頁
）。
ひ
と
つ
は
、
清
田
村
お
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よ
び
国
里
村
に
村
外
地
主
が
土
地
を
所
有
し
、
そ
こ
で
清
田
村
民

お
よ
び
国
里
村
民
が
耕
作
す
る
と
き
の
小
作
料
で
あ
る
（
中
込
編

（
一
九
一
五
）、
一
一
頁
、
七
〇
頁
）。
も
う
ひ
と
つ
は
、
村
外
地

主
が
清
田
村
お
よ
び
国
里
村
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
場
合
で
も
、

清
田
村
お
よ
び
国
里
村
以
外
の
他
村
民
が
耕
作
し
て
い
る
と
き
の

小
作
料
で
あ
る
（
中
込
編
（
一
九
一
五
）、
九
～
一
〇
頁
、
六
八

頁
）。
よ
っ
て
、
表
（
の
支
払
小
作
料
を
そ
の
ま
ま
推
計
に
用
い

る
と
、
清
田
村
お
よ
び
国
里
村
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
民
が
村
外
の
地

主
に
支
払
う
小
作
料
が
過
重
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
前

者
の
み
を
推
計
に
用
い
る
。

（
（（
）  

そ
し
て
、
こ
の
貯
蓄
額
が
表
（
資
本
形
成
勘
定
の
（（
・
個
人
貯

蓄
と
な
る
。

（
（（
）  

表
（
の
（0
・
諸
税
負
担
額
は
村
民
の
納
入
額
し
か
判
明
し
な
い
。

よ
っ
て
、
表
（
は
『
清
田
村
・
国
里
村
々
是
』
の
「
村
役
場
精
算

表
」
か
ら
作
成
し
た
た
め
、
両
者
の
金
額
が
異
な
る
。

（
（（
）  

中
込
編
（
一
九
一
五
）、
五
八
～
六
〇
頁
、
一
一
四
～
一
一
六

頁
よ
り
計
算
。

（
（0
）  

中
込
編
（
一
九
一
五
）、
二
五
三
頁
。

（
お
ぜ
き　

ま
な
ぶ
・
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
准
教
授
）


